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特集

げ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
連
携

か
ら
生
ま
れ
る
次
の
価
値｣



大
園
社
長
は
「
社
員
一
人
ひ

と
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
、
相
互
の
連
携
も
深
め

る
こ
と
に
力
を
入
れ
た
い
」

と
し
、
主
力
の
リ
サ
イ
ク
ル

部
品
販
売
に
つ
い
て
は
「
車

両
１
台
当
た
り
の
部
品
生
産

点
数
を
増
や
し
、
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
た
い
」
と
意
気
込

ん
で
い
る
。

と
し
た
。
ま
た
、
毎
日
工
場

の
屋
根
の
下
で
行
っ
て
い
る

全
社
員
朝
礼
の
時
間
も
短
縮

し
た
。
最
高
気
温
が
40
度
を

超
え
る
日
も
あ
る
な
ど
厳
し

い
暑
さ
が
続
く
中
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
社

員
が
快
適
に
働
け
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
考
え

だ
。リ

サ
イ
ク
ル
部
品
の
販
売

に
対
し
て
は
、
酷
暑
が
追
い

風
と
な
っ
て

い
る
。
エ
ア

コ
ン
関
係
の

部
品
は
需
要

が
大
き
く
、

同
社
の
売
り

上
げ
も
好
調

だ
。
ま
た
、

「
ド
ア
や
エ

ン

ジ

ン

な

ど
、
エ
ア
コ

ン
関
係
以
外

の
部
品
も
よ

く
売
れ
て
い

る
」
と
手
応

え
を
示
す
。

同
社
が
掲

カ
ー
グ
リ
ー
コ
マ
ゼ
ン

（
大
園
明
哉
社
長
、
愛
知
県

弥
富
市
）
は
、
社
員
を
暑
さ

か
ら
守
る
取
り
組
み
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
今
年
の
夏
か

ら
は
工
場
で
車
両
を
解
体
す

る
社
員
の
終
業
時
間
を
１
時

間
繰
り
上
げ
た
。
こ
れ
ま
で

は
午
後
５
時
ま
で
だ
っ
た

が
、
同
４
時
ま
で
に
変
更
し

た
。
大
園
社
長
は
「
ヘ
ル
メ

ッ
ト
や
軍
手
を
着
用
し
な
が

ら
の
作
業
と
な
る
た
め
、
車

両
解
体
の
現
場
は
特
に
暑
さ

対
策
が
求
め
ら
れ
る
」
と
力

を
込
め
る
。
国
内
向
け
の
リ

サ
イ
ク
ル
部
品
を
生
産
す
る

ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
も
、
水

曜
日
の
勤
務
を
午
前
中
の
み

し
て
い
る
。

ス
ポ
ッ
ト
ク

ー
ラ
ー
を
工

場
の
各
所
に

設
置
し
て
い

る
ほ
か
、
今

年
の
夏
か
ら

は
か
き
氷
機

を
設
置
し
、

休
憩
中
に
食

べ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う

に
し
た
。
社

員
か
ら
は
大

好
評
で
、
暑

さ
が
落
ち
着

く
ま
で
は
続

け
る
方
針
だ
。

大
学
生
や
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
た
ち
を
招
い
た
工
場

見
学
も
実
施
し
て
い
る
。
ニ

ブ
ラ
を
使
用
し
た
車
両
解
体

は
特
に
人
気
だ
。
毎
年
秋
に

地
元
で
開
催
さ
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ(

持
続
可
能
な
開
発
目
標)

を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
も
出
展
す
る
な
ど
、
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
の
情
報
発
信

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
部
品
に
加

え
て
社
外
部
品
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。
両
者
を
合
わ
せ

た
部
品
点
数
は
約
１
万
３
０

０
０
点
に
上
る
。
社
外
部
品

の
需
要
は
大
き
く
、
拡
大
の

傾
向
に
あ
る
と
い
う
。
物
価

高
が
企
業
経
営
に
打
撃
を
与

え
る
中
、
今
後
も
社
外
品
や

リ
サ
イ
ク
ル
部
品
の
販
売
に

力
を
入
れ
て
い
く
。

工
場
の
暑
さ
対
策
も
重
視

Ｋ
Ｍ
Ｉ
（
伊
藤
孝
雄
代

表
、
岐
阜
県
養
老
町
）
は
、

使
用
済
み
自
動
車
か
ら
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
「
車
に
使
わ
れ

て
い
る
部
品
を
す
べ
て
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
」
と
の
考
え
が

背
景
に
あ
る
。
今
年
春
に
は

回
収
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

破
砕
機
を
増
や
し
た
。

現
在
は
２
台
で
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
破
砕
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
新
車
生
産
に
お
け
る

再
生
材
の
活
用
が
話
題
と
な

っ
て
お
り
、
時
流
に
合
っ
た

取
り
組
み
と
言
え
る
。
破
砕

機
の
台
数
を
増
や
し
た
こ
と

で
業
務
効
率
も
向
上
し
た
。

主
力
事
業
の
部
品
販
売
で

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
が
入
る

よ
う
、
ア
ピ
ー
ル
を
続
け
て

い
く
」
と
意
気
込
ん
で
い

る
。リ

サ
イ
ク
ル
の
現
場
を
紹

介
す
る
活
動
も
積
極
的
に
実

施
し
て
い
る
。
高
校
生
の
工

場
見
学
を
受
け
入
れ
、
ニ
ブ

ラ
を
使
っ
て
使
用
済
み
自
動

車
を
解
体
す
る
作
業
や
エ
ア

バ
ッ
グ
の
取
り
外
し
作
業
な

ど
を
紹
介
し
て

い
る
。
初
め
て

現
場
を
見
る
生

徒
も
多
く
、
興

味
深
そ
う
に
眺

め
て
い
た
。

主
力
の
国
内

向
け
リ
サ
イ
ク

ル
部
品
販
売
は

好
調
で
、
売
上

高
も
増
加
傾
向

に
あ
る
。
今
後

も
成
長
を
続

け
、
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
の
認

知
度
向
上
に
も

取
り
組
む
考
え

だ
。

車
を
楽
し
そ
う
に
眺
め
て
い

た
。
同
社
は
市
内
を
走
る
路

面
電
車
に
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告

を
掲
出
し
て
お
り
、
企
業
や

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
認
知

度
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

今
年
秋
に
も
市
内
で
開
か
れ

る
子
ど
も
向
け
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
予
定
だ
。
吉
田
社

長
は
「
小
学
生
の
な
り
た
い

職
業
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に

吉
田
商
会
（
吉
田
恭
平
社

長
、
愛
知
県
豊
橋
市
）
は
、

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
の
意
義

を
発
信
す
る
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
今
年
６
月
上
旬

に
は
、
豊
橋
市
総
合
体
育
館

で
開
か
れ
た
「
も
の
づ
く
り

博
２
０
２
６
ｉ
ｎ
東
三
河
」

に
ブ
ー
ス
を
出
展
。
親
子
連

れ
を
中
心
に
約
１
万
７
０
０

０
人
が
訪
れ
た
イ
ベ
ン
ト

で
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
や

自
社
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

特
に
注
目
を
集
め
た
の

が
、
同
社
の
広
告
が
入
っ
た

路
面
電
車
の
模
型
を
走
ら
せ

る
コ
ー
ナ
ー
。
多
く
の
子
ど

も
た
ち
が
訪
れ
、
模
擬
レ
ー

ル
の
上
を
走
行
す
る
ミ
ニ
電

需
要
の
徹
底
し
た
分
析
だ
。

車
両
や
部
品
の
価
格
を
メ
ー

カ
ー
や
車
種
ご
と
に
洗
い
出

し
、
そ
の
時
々
に
最
適
な
車

両
を
仕
入
れ
て
商
品
化
す

る
。
加
え
て
、
昨
夏
に
は
輸

出
に
強
い
県
外
の
事
業
者
を

視
察
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
吸
収
し
た
と
い
う
。

駒
田
皇
二
セ
ン
タ
ー
長
は

「
今
後
も
海
外
か
ら
の
引
き

合
い
は
強
く
な
る
。
事
業
を

成
長
さ
せ
、
収
益
の
柱
に
育

て
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

中
、
販
路
を

広
げ
る
こ
と

で
収
益
拡
大

に
つ
な
げ
る

狙
い
だ
。

同
社
は
昨

春
、
リ
サ
イ

ク
ル
部
品
の

輸
出
事
業
を

担
う
「
Ｉ
Ｒ

Ｐ
（
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
リ
ユ
ー

ス

・

パ

ー

ツ
）
部
門
」

を
立
ち
上
げ
た
。
会
宝
産
業

（
近
藤
高
行
社
長
、
石
川
県

金
沢
市
）
の
海
外
向
け
Ｅ
Ｃ

サ
イ
ト
「
ｅ
パ
ー
ツ
ワ
ー
ル

ド
」
を
活
用
し
、
外
国
の
バ

イ
ヤ
ー
が
必
要
な
部
品
を
受

注
生
産
。
１
カ
月
当
た
り
３

０
０
～
４
０
０
点
の
中
古
パ

ー
ツ
を
輸
出
す
る
。
同
部
門

を
担
当
す
る
岩
田
孝
生
主
任

は
「
設
立
か
ら
１
年
強
で
売

上
高
は
４
倍
以
上
に
な
っ

た
」
と
胸
を
張
る
。

急
成
長
の
秘
訣
は
、
現
地

「
ゆ
り
か
ご
か
ら
ゆ
り
か

ご
へ
」
を
理
念
に
、
手
ば
ら

し
解
体
に
こ
だ
わ
る
な
ど
高

品
質
な
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル

を
目
指
す
マ
ー
ク
・
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
（
向
井
弘
光
社

長
、
三
重
県
鈴
鹿
市
）
。
同

社
は
現
在
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
た
部
品
の
輸
出
事

業
に
注
力
し
て
い
る
。
海
外

で
の
日
本
の
中
古
車
需
要
の

高
ま
り
や
、
円
安
の
進
行
で

外
国
人
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
パ

ー
ツ
の
引
き
合
い
が
強
ま
る

海外向け部品の商品化工程

い
る
企
業
が
多
い
。
愛
知
県

の
あ
る
経
営
者
は
「
解
体
の

仕
事
を
希
望
す
る
若
い
人
が

非
常
に
少
な
い
」
と
話
し
、

「
こ
れ
だ
け
暑
い
日
が
続
く

と
、
工
場
で
働
こ
う
と
考
え

る
若
者
が
さ
ら
に
減
る
の
で

は
な
い
か
」
と
危
機
感
を
募

ら
せ
る
。

そ
の
た
め
、
各
社
は
社
員

が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
年

の
夏
は
中
部
各
地
で
最
高
気

温
が
40
度
を
超
え
る
日
が
み

ら
れ
た
。
熱
中
症
対
策
は
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
者
に
と
っ
て

も
喫
緊
の
課
題
だ
。
カ
ー
グ

リ
ー
コ
マ
ゼ
ン
（
大
園
明
哉

社
長
、
愛
知
県
弥
富
市
）
は

工
場
で
車
両
の
解
体
に
当
た

る
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
終
了
時

間
を
１
時
間
繰
り
上
げ
た
。

暑
い
中
で
作
業
を
す
る
社
員

の
身
体
的
負
担
を
軽
減
す
る

の
が
狙
い
だ
。
社
員
か
ら
は

好
評
で
、
業
務
の
成
果
も
上

々
だ
と
い
う
。
Ｋ
Ｍ
Ｉ
（
伊

藤
孝
雄
社
長
、
岐
阜
県
養
老

町
）
は
社
内
に
か
き
氷
機
を

設
置
し
、
工
場
で
働
く
社
員

が
業
務
の
合
間
に
か
き
氷
を

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

社
員
か
ら
は
涼
し
さ
を
感
じ

ら
れ
る
と
好
評
で
、
暑
さ
対

策
に
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
で
生
産
年
齢

人
口
が
減
少
す
る
中
、
自
動

車
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
で
働
く

人
材
を
確
保
す
る
の
は
今
後

さ
ら
に
難
し
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
吉
田
商
会(

吉
田
恭

平
社
長
愛
知
県
豊
橋
市)

は

同
市
を
走
る
路
面
電
車
に
自

社
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
広
告
を
掲

出
し
た
り
、
工
場
見
学
を
積

極
的
に
受
け
入
れ
た
り
す
る

な
ど
し
て
若
い
人
材
の
採
用

に
つ
な
げ
て
い
る
。
こ
う
し

た
取
り
組
み
は
今
後
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
そ
う
だ
。

企
業
の
社
長
は
「
中
東
情
勢

の
混
乱
が
長
期
化
し
て
い
る

影
響
な
の
か
、
外
国
人
バ
イ

ヤ
ー
の
動
き
が
例
年
に
比
べ

る
と
静
か
だ
」
と
話
す
。

「
そ
の
た
め
、
昨
年
以
上
に

欲
し
い
車
を
仕
入
れ
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
」
と
手
応
え

を
示
す
。
中
東
情
勢
は
不
透

明
な
状
況
が
続
い
て
お
り
、

仕
入
れ
環
境
が
今
後
ど
う
な

る
か
は
注
目
だ
。

各
社
が
頭
を
悩
ま
せ
て
い

る
の
は
、
使
用
済
み
車
の
確

保
だ
け
で
は
な
い
。
特
に
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
の
が
人

材
確
保
だ
。
車
両
の
入
手
を

担
う
営
業
職
や
工
場
で
使
用

済
み
車
を
解
体
す
る
ス
タ
ッ

フ
の
採
用
に
頭
を
悩
ま
せ
て

中
部
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
者
も
、
使
用
済
み
自

動
車
の
確
保
に
奔
走
し
て
い

る
。
使
用
済
み
自
動
車
の
発

生
台
数
は
こ
こ
数
年
低
迷
が

続
い
て
お
り
、
車
両
１
台
当

た
り
の
仕
入
れ
価
格
も
高
騰

し
て
い
る
。
中
古
車
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
（
Ａ
Ａ
）
を
通
じ
て

車
両
を
入
手
し
て
い
る
企
業

が
多
く
、
Ａ
Ａ
で
は
外
国
人

の
買
い
手
と
の
競
争
が
激
し

く
な
っ
て
い
る
。
「
仕
入
れ

た
い
車
の
多
く
を
外
国
人
バ

イ
ヤ
ー
が
持
っ
て
い
く
」
と

い
う
声
が
目
立
つ
。

一
方
、
こ
こ
に
き
て
そ
う

し
た
状
況
に
変
化
が
見
ら
れ

る
と
話
す
経
営
者
も
い
る
。

愛
知
県
の
あ
る
リ
サ
イ
ク
ル

中部地区 リサイクル事業者の取り組み

中
部
地
区
の
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
者
は
、
社
員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
猛

烈
な
暑
さ
が
各
地
を
襲
う
中
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
の
暑
さ
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
社
員
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
空
調
の
拡
充
な
ど
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
今
後
の
業
界
を
担
う
人
材
の
確
保

に
向
け
て
工
場
見
学
や
イ
ベ
ン
ト
出
展
な
ど
に
力
を
入
れ
る
企
業
も
多
い
。
各
社
は
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら

し
、
自
社
の
成
長
に
つ
な
げ
て
い
る
。

厳しい人材確保 酷暑が追い打ち厳しい人材確保 酷暑が追い打ち

募る危機感 工夫凝らす
各 社

工
場
見
学
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、

業
界
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
企
業
も
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